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「
県
立
神
石
三
和
病
院
の
移
管
に
関
す
る
覚
書
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た

　

神
石
高
原
町
と
広
島
県
は
、
平
成
20
年
６
月
11
日
に
締
結
し
た
「
県
立
神
石
三
和

病
院
の
移
管
に
関
す
る
協
定
書
」
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
広
島
県
か
ら
の
支
援

内
容
に
つ
い
て
の
覚
書
「
県
立
神
石
三
和
病
院
の
移
管
に
関
す
る
覚
書
」
を
平
成
20

年
10
月
14
日
に
締
結
。
具
体
的
な
支
援
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
県
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
平
成
21
年
４
月
の
町
立
病
院
の
開
院
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

【
覚
書
の
概
要
】

○
資
産
の
無
償
譲
渡

　
 

広
島
県
は
、
県
立
神
石
三
和
病
院
の
用

に
供
さ
れ
て
い
る
財
産
の
う
ち
、
町
が

必
要
と
す
る
も
の
を
無
償
で
譲
渡
す
る
。

（
病
院
敷
地
・
病
院
建
物
・
医
師
公
舎
・

看
護
師
宿
舎
・
職
員
宿
舎
・
付
属
建
物
・

医
療
機
器
及
び
そ
の
他
動
産
）

○
運
営
の
支
援

　

 

広
島
県
は
、
町
が
病
院
を
開
設
し
運
営

す
る
た
め
必
要
な
経
費
と
し
て
、
13

億
２
千
４
百
万
円
を
交
付
す
る
。（
交
付

期
間
：
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
25
年
度

ま
で
の
６
年
間
の
分
割
交
付
）

○
企
業
債
償
還

　

 

県
立
神
石
三
和
病
院
の
建
物
等
の
整
備

に
伴
い
、
県
が
既
に
借
り
入
れ
た
企
業

債
の
償
還
に
要
す
る
経
費
は
、
広
島
県

が
負
担
す
る
。（
県
立
神
石
三
和
病
院
の

建
物
や
医
療
機
器
等
の
整
備
に
伴
う
企

業
債
）

○
病
院
職
員
の
確
保

　

 

広
島
県
は
、
新
病
院
の
職
員
確
保
に
つ

い
て
、
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
、

町
の
要
請
に
基
づ
き
、
必
要
な
人
的
支

援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

町
立
病
院
の

開
院
に
向
け
て
の
取
り
組
み

〇
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

　

指
定
管
理
者
の
医
療
法
人
社
団
陽
正
会

（
寺
岡
記
念
病
院
）
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
病
院
の
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
実
施

　

町
立
病
院
の
開
院
に
向
け
て
改
修
工
事
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
改
修
工
事
】

・
看
板
の
変
更

・ 

１
階
の
待
合
ホ
ー
ル
の
天
井
の
改
修
及
び

照
明
の
取
替

・
中
央
待
合
ホ
ー
ル
に
畳
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

・ 

１
階
の
廊
下
、
天
井
、
壁
の
改
修
や
照
明

の
取
替

○「
指
定
管
理
者
制
度
」
に
つ
い
て

Q   「
指
定
管
理
者
制
度
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。

A   

町
立
病
院
の
運
営
を
民
間
事
業
者
（
医
療
法
人
等
）
に

委
託
し
て
、
運
営
を
任
せ
る
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

町
立
病
院
の
運
営
は
指
定
管
理
者
の
「
医
療
法
人
社
団
陽

正
会
（
寺
岡
記
念
病
院
）」
が
行
い
ま
す
。

Q  
な
ぜ
、「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入
し
た
の
で
す
か
。

A    

町
は
、
こ
れ
ま
で
病
院
運
営
を
行
っ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
病

院
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
町
立
病
院
の

効
率
的
で
、
健
全
な
経
営
を
す
る
た
め
に
、
病
院
運
営
の
経
験
が

あ
る
民
間
事
業
者
に
運
営
を
任
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

Q  
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
か
。

A    

民
間
事
業
者
が
運
営
す
る
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
　

①
効
率
的
な
病
院
運
営

　
　

②
病
院
運
営
に
要
す
る
経
費
の
縮
減

　
　

③
民
間
事
業
者
の
発
想
に
よ
る
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

Q  
指
定
期
間
は
、
い
つ
ま
で
で
す
か
。

A   

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

【
町
立
病
院
の
運
営
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
】
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10
月
７
日
、
神
石
高
原
町
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
委
員
の
安
名
弘
行
さ

ん
（
下
豊
松
）
が
、
長
年
の
功
績
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
中
央
会
特
別
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
名
弘
行
委
員
は
昭
和
37
年
か
ら
旧

豊
松
村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
と
し
て
国
民
健
康
保
険
事
業
の
円
滑

な
運
営
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
市
町
村

合
併
後
も
神
石
高
原
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民

の
健
康
の
た
め
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
21
日
、
第
84
回
広
島
県
畜
産
共
進
会
が
三
次
家
畜
市
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
肉
用
種
種
牛
48
頭
、
乳
用
牛
種
牛
25
頭
が
出
場
。　

神
石
高
原
町

か
ら
は
、
肉
用
種
子
牛
の
部
に
３
頭
、
肉
用
種
成
牛
の
部
に
４
頭
、
乳
用
種
第
１
区
（
未
経
産

牛
）
に
１
頭
が
出
品
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
中
央
会
特
別
功
労
者
表
彰
を
受
賞

第
84
回
広
島
県
畜
産
共
進
会　

盛
大
に
開
催

肉
用
種　

子
牛
の
部

　

優
秀
賞　

３
席　

８
き
く 

高
木　

義
登
（
草　

木
）

　
　
　
　
　

９
席　

ぜ
ん
き
ょ
う
き
ね
ん 

黒
田　
　

昇
（
高　

光
）

　

優
良
賞　
　
　
　

か
つ
た
だ 

前
原　

由
臣
（
西
油
木
）

肉
用
種　

成
牛
の
部

　

優
秀
賞　

４
席　

や
ま
お
35
の
42 

井
上
栄
之
進
（
有　

木
）

　
　
　
　
　

７
席　

か
み
た
だ
み
つ 

前
原　

由
臣
（
西
油
木
）

　

優
良
賞　
　
　
　

ふ
く
し
ら
４ 

池
田　

盛
幸
（
城　

山
）

　
　
　
　
　
　
　
　

り
か
さ
か
え 

伊
勢
村
春
行
（
古　

川
）

乳
用
種　

第
１
区
（
未
経
産
牛
）

　

優
良
賞　

フ
ジ
イ
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
コ
リ
ー 

藤
井　

鉄
男
（
井
関
大
矢
）

肉用種　子牛の部　優秀賞　３席
８きく　高木義登さん（草木）

2008ゆきふるさとまつり
 10月26日（日）

　力自慢が集まった綱引
王決定戦では17チーム
が出場し、熱戦が繰り広
げられました。また、県
内トップレベルのよさこ
いチームが大集合。艶
やかなステージ
に観客は大盛り
上がりでした。

第15回とよまつふれあいフェスティバル
 10月19日（日）

　快晴のなか、町内はもとより県内外から訪れ
た多くの家族連れらが、恒例の荷車引きレース
や特産トマトの丸かじり選手権など多彩なイベ
ントを楽し
みました。

第24回ふれあい神石まつり
 11月９日（日）

　40 ｍの超ロング巻き寿司を作った
り、折り紙ヒコーキ教室で作った紙ヒコーキ
を飛ばしたりと参加した人も見ていた人も大い

に盛り上がりました。
他にも、丸太の早切
りや芸能発表、各種
出店など盛りだくさ
んの内容で楽しい１
日となりました。

さんわふるさとフェア2008
 10月26日（日）

　小中学生・幼稚園児による鼓笛・吹
奏楽や和太鼓の演奏をはじめ、各種団体等

のステージ発表
や子どもたちに
よる一輪車エキ
シビション、縄
跳び大会で会場
は大勢の人で賑
わいました。

秋の
イベント




